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＜会員企業の最新動向に関する記事のご寄稿のお願い＞

　日頃から当会事業運営にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。
　さて、今般、当会季刊誌「舶」に「会員だより」コーナーを設け、会員企業の最新動向をご紹介し、業界内の交流・連携
等の促進の一助といたしたいと存じます。
　つきましては、貴社におかれて、以下に該当する事項がございましたら、会報「舶」担当者へご一報いただければ幸
いです。記事掲載に関するご相談をさせていただきます（掲載無料）。
　なお、新製品、新技術に関する内容は、別途ご案内している「舶用工業の技術力」コーナーにて取り扱わせていただ
きます。

１．【募集する記事の内容】

① 新事業の展開など
② 内外における工場や事務所の新設・拡張など
③ 内外の企業との新たな技術提携、販売提携など
④ 本社・工場が立地する地域（町）の紹介など
⑤ その他の最新動向

２．【掲載ページ数】

〇１/２頁の場合（文字数400字、写真１枚程度）

３．【原稿の締め切り】

原稿の締め切りは、次のとおり各号発刊の一か月前を原則と
しています。
① ４月号（春　号）原稿締め切り：２月中旬頃
② ７月号（夏　号）原稿締め切り：５月中旬頃
③10月号（秋　号）原稿締め切り：８月中旬頃
④ １月号（新年号）原稿締め切り：前年11月中旬頃

４．【照会先】

電話：03–3502–2041
会報「舶」担当者：調査役　芳 賀　寿
メールアドレス：houga@jsmea.or.jp

会員だより紹介について

編　集　後　記編　集　後　記
◇ 十数年前、北欧旅行に行きました。憧れの北欧デザインを満喫しつつ、マルメからコペンハーゲンへ向かう車窓の景色に洋上風力発電

の風車群がありました。歴史ある街並みとは対照的な、海面に整然と並ぶその姿は近未来のようにも見え、特に印象に残っています。
時が経ち、脱炭素化への潮流が強まる中、再生可能エネルギーへの期待から国内でも洋上風力発電が盛り上がりを見せています。本分
野でも日本製舶用機器の活躍が期待されており、今年度、当会では新たに「Windfarm Vessel WG」を設置いたしました。本WGでは、会
員企業の洋上風力発電関連市場への参入・拡大の推進を図ることとしております。
持続可能な社会の実現へ向け、世界中で様々な技術開発が進んでおりますが、個人としては、簡単なようで難しい日常生活での省エネ
にも力を入れて取り組んでいきたいと思います。 ついつい貰ってしまうレジ袋も・・・気を付けます。（小林）

◇ コロナ禍からウィズコロナに移行しつつあり、海外出張も再開となり私も6月にギリシャ・アテネで開催されるポシドニア展示会に出
張させていただく予定にしております。
現地情報を収集しているうちに、ギリシャはシーフードが有名なことが分かり、釣り好きの私としてはどんな魚がいるのか調べてみ
ると、ヨーロッパスズキという魚を見つけました。私が普段、東京で釣っているスズキと外見も似ており、遠くはなれた地中海にも近
縁種がいることに驚きました。改めて海洋生物の多様性、海の豊かさを感じました。（丸山）

◇ 先日、横須賀市の「猿島」に行ってきました。「猿島」は、東京湾の入口に位置することから、江戸時代より海上防衛の重要拠点として長
く機能してきた歴史を持つ観光地です。
無人島である「猿島」は、小型観光船が唯一のアクセス手段ですが、日本財団様の無人運航船プロジェクト「MEGURI2040」の実証実験
の一つとして、同観光船も使用されています。
船内や島内のレストハウス等、至る所に「MEGURI2040」をPRするポスターが貼られており、日本財団様が同プロジェクトによせる
期待の大きさを感じました。
また、地道なPR活動を通じて、舶用工業を含む海事産業全体のイメージアップを図る重要性を実感し、事務局としてもしっかりと褌
を締めてかかろうと思いを新たにしました。（山内）

◇ 4月末から5月中旬にかけて、アメリカ・ヒューストンで開催されたOffshore Technology Conference2022展示会に参加いたしまし
た。新型コロナウイルス感染拡大後、初めての海外出張となりましたが、オンラインでのコミュニケーションが急速に進む昨今、多く
の海外関係者との情報交換を通して、改めて対面でのコミュニケーションの大切さを痛感しました。一方で、現地ではほぼコロナ前の
生活（マスクなし、ソーシャルディスタンスなし）に戻っており、日本と欧米の価値観の違いを目の当たりにして、今回の出張は「何が
正解で、何がスタンダードなのか？」を考えさせられる機会となりました。（山﨑）
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